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1.単価設定方法 
 
1-1 基本健診と人間ドックについて 

特定健診ソフトウェアでは基本健診（基本健診、詳細な健診、追加健診）と人間ドックについて単価を設定

することが出来ます。 
基本健診の単価を設定する場合は【保険者情報メンテナンス】画面にて「1：基本健診」に人間ドックの単

価を設定する場合は「2：人間ドック」にチェックを入れます。 
※チェックボックスを切り替えると、単価への入力内容がクリアされます。 

 
1-2.委託料単価区分について 

 特定健診には「委託料単価区分」という設定があり、個人で健診を行った場合と集団で健診を行った場合に

は区分を変更して単価を設定する必要があります。 
「委託料単価区分」は【保険者情報メンテナンス】画面にて設定し、個人健診の場合には「1」を、集団健

診の場合は「2」を設定してください。 
 ※「委託料単価区分」によって単価の金額が変わる事はありますが単価の設定方法は変わりません。 
 
1-3.基本的な健診の単価設定 

 【保険者情報メンテナンス】画面にて「1：基本健診」にチェックを入れ、「単価(基本的な健診)」（に入力

してください。 
 
1-4.詳細な健診の単価設定 

 【保険者情報メンテナンス】画面にて画面にて「1：基本健診」にチェックを入れ、個々の詳細項目別に入

力してください。 
 ・貧血検査の単価を入力する場合 ⇒ 単価(貧血検査) 
 ・心電図検査の単価を入力する場合 ⇒ 単価(心電図検査) 

・眼底検査の単価を入力する場合 ⇒ 単価(眼底検査)

「1：基本健診」をチェックし

た場合は「人間ドック」の単

価は設定不可 

個々の「詳細な健診」の単価

を設定 

「基本的な健診」の単価を設定 
「1：基本健診」をチェック 
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1-5.人間ドックの単価設定 

 
【保険者情報メンテナンス】画面にて「2：人間ドック」にチェックを入れ、「単価(人間ドック)」に入力して

ください。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「2：人間ドック」をチェックした

場合、「基本的な健診」「貧血検査」

「心電図検査」「眼底検査」の単価

は入力不可 

「人間ドック」の単価を設定 

「2：人間ドック」をチェック 

1-6.追加健診の単価設定 

 追加健診の項目に単価を設定する場合は【健診項目マスタメンテナンス】画面から追加の項目ごとに単価を

入力してください。(追加項目は必須フラグに「3」が設定されている項目です。) 
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中略 

この列に追加健診の単価を設定。 

 
 また、詳細な健診を追加健診項目として扱う場合もあります。 
 その際、追加健診項目として扱う場合の単価設定は追加項目と同じ様に【健診項目マスタメンテナンス】画

面で入力します。(単価設定の際、【保険者情報メンテナンス】の詳細健診に単価が設定されている場合でも【健

診項目マスタメンテナンス】の単価設定が優先されます。) 
 単価を入力する際、実施理由には何も入力せず(空欄とする)、他の項目のいずれか一つに単価を入力し、残

りの項目の単価には必ず「0」を入力してください。 
 

     

貧血検査 

   

心電図検査 

詳細な健診を追加健診項目として扱う場合は、

基本一番上の項目に単価を入力し、実施理由以

外の項目の単価には「0」を入力します。 

眼底検査 

※単価を設定した項目に値を入力しない(空欄とした)場合、その単価は算出されません。よって、単価は必ず

値を入力する項目に設定してください。
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1-7.生活機能評価を同時実施した場合の単価設定 

 生活機能評価に関連する単価を入力する場合も追加健診と同じで【健診項目マスタメンテナンス】画面から

行います。 
 
1-7-1.問診項目 

・「生活機能評価の結果 1」に関しては必ず「0」を入力してください(空欄としない)。 
・「視診」・「打聴診」・「触診」に関しては通常の追加健診と同じ様に個々の単価を入力してください(単価が無

い場合は空欄とせず「0」と入力する)。 
・「生活機能問診 1～25」に関しては 1～25 を合わせて一つの項目の単価として計上するので「生活機能問診

1」に単価を入力し、それ以降の「生活機能問診 2～24」の単価には必ず「0」を入力してください(空欄とし

ない)。ただし、契約情報で明示的に特定の項目に単価がある場合には、0 円ではなくその単価を項目へ設定

して下さい。 
 

  

 単価は全て「0」を入力する。 

追加健診と同じ様に個々に単価を

入力する。 

「生活機能問診 1」にのみ単価を入力し、

以降の問診の単価は全て「0」を入力する。
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1-7-2.検査項目 

・「生活機能評価の結果 2～3」に関しては必ず「0」を入力してください(空欄としない)。 
・通常は追加健診の単価設定と同じですが、2 つの項目が合算された単価とし存在している場合は、片方の項

目に単価を入力し、もう片方の項目の単価には必ず「0」を入力してください(空欄としない)。 
・生活機能評価の検査項目の場合、「貧血検査」、「心電図検査」の項目も含まれますので、追加項目の際と同

じ様に実施理由には何も入力せず、他の項目のいずれか一つに単価を入力し、残りの項目の単価には必ず「0」
を入力してください(空欄としない)。 
 

 
単価は全て「0」を入力する。 

 

   

もう片方の単価には「0」を入力する。 

 
 
 
合算単価の場合は片方に単価を入力する。 

 

   

基本は一番上の項目に単価を入力し、

実施理由以外の項目の単価には「0」

を入力します。 
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2.窓口負担設定方法 
 
2-1.負担区分の設定 

 窓口負担区分は【受診券入力】画面から受診者ごとに設定する事ができます。 
 負担区分は「基本的な健診」、「詳細な健診」、「追加健診」、「人間ドック」と 4 つの項目に設定する事ができ

ます。 
 
 ・負担区分 1：受診者、利用者は窓口負担金額の負担無し 
 ・負担区分 2：受診者、利用者は定額の窓口負担金額を負担 
 ・負担区分 3：受診者、利用者は定率の窓口負担金額を負担 
 ・負担区分 4：受診者、利用者は保険者の負担上限額を差し引いた分を負担 
※負担区分４を設定する場合は負担区分 1 を設定し、保険者上限金額に値を入れることによって HL7 上で負

担区分が「4」に設定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

負担区分 3 を設定する場合は

「3：定率」と選択し、負担割合

を入力する。 

負担区分 2 を設定する場合は

「2：定額」と選択し、負担金額

を入力する。 

負担区分 1 or 負担区分 4 を設定する場合は

「1：無し」と選択し、負担区分 4 の場合は

保険者負担上限額を入力する。 
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2-2.窓口負担金額の設定 

  
2-2-1.負担区分 1(負担無し)の設定 

 負担区分 1 の場合、受診者・利用者は窓口負担金額を負担する必要がない為、窓口負担金額を設定する必要

はありません。 
 
2-2-2.負担区分 2(定額負担)の設定 

 負担区分 2 の場合、受診者・利用者は窓口負担金額を定額負担する必要があります。 
【受診券入力】画面にて対象となる受診者の窓口負担を「2」に設定し、定額負担する窓口負担金額を入力

してください。 
 ※対象とならない健診に関しては窓口負担を設定する必要はありません。 
 

 

負担区分 2 の場合は、定額負担する

金額を入力してください。 

 
 
2-2-3.負担区分 3(定率負担)の設定 

 負担区分 3 の場合、受診者・利用者は窓口負担金額を定率負担する必要があります。 
【受診券入力】画面にて対象となる受診者の窓口負担を「3」に設定し、定率負担する窓口負担割合を入力

してください。 
※窓口負担金額には「単価×窓口負担率」の値が算出される。 

 ※対象とならない健診に関しては窓口負担を設定する必要はありません。 
 

 

負担区分 3 の場合は、定率負担する

割合を入力してください。 
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2-2-4.負担区分 4(保健者上限額)の設定 

 負担区分 4 の場合、受診者・利用者は保険者の負担上限額を差し引いた分を負担する必要があります。 
【受診券入力】画面にて対象となる受診者の窓口負担を「1」に設定し、保険者負担上限額を入力してくだ

さい。 
※窓口負担金額には「単価－保険者負担上限額」の値が算出される。 

 ※対象とならない健診に関しては窓口負担を設定する必要はありません。 
 

 

負担区分 4 の場合は、受診者の窓口

負担を「1」とし、保険者負担上限額

を入力してください。 

 
2-2-5.その他の健診による負担金額の設定 

 生活機能評価を同時実施した場合等で、支払基金へ請求する場合は特定健診分しか請求できません。従って、

特定健診として保険者へ請求すべき金額との差額分(特定健診と生活機能評価の重複分)をこの項目へ入力し

てください。 
 
 ※国保連合会宛の請求ではこの項目は使用しないでください。 
  万一この項目に入力して請求処理を行った場合、国保連合会で返戻される可能性があります。 
 

 

窓口負担区分とは異なる、他の健診

(生活機能評価同時実施等)での負担

金額を入力してください。 
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3.健診・問診結果入力について 
 
3-1.単価設定と請求区分の関係 

 
 【マスタメンテナンス】にて単価設定、【受診券入力】画面にて窓口負担設定を行ったあとは、下図の【健

診・問診結果データ一覧】から登録した受診券データを選択し[結果データ入力]ボタンをクリックしてくださ

い。 

 

 

登録した受診券データを 1 件選択し、チェックボッ

クスにチェックを入れ、[結果データ入力]ボタンを

クリックする。 
※結果データの入力は 1 件ずつしかできません。 

 
 ※結果データが未入力の受診券データは上記の[入力]項目が「未」と表示されております。 
 ※また、一度でも結果入力を行った場合、[入力]項目は「済」と表示されます。 
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[結果データ入力]ボタンをクリックすると、下図の【健診・問診結果データ入力】画面が表示されます。 
 

 

 

[請求区分]の選択により HL7 上の決済情報が変化して

しまう為、選択の際は注意してください。 

表 1 [請求区分]に関する解説表 
コード 内容 説明 

1 基本的な健診 基本的な健診のみ実施した場合に選択する。 

2 基本的な健診＋詳細な健診 

基本的な健診と詳細な健診(貧血検査、心電図検査、眼底検査)を実施した場合

に選択します。 

※詳細な健診を追加健診項目とした場合は、「3(基本的な健診＋追加健診項

目)」を選択します。ただし、「詳細な健診」と「詳細を追加とした健診」が別々ある

場合は、「4(基本的な健診＋詳細な健診＋追加健診項目)」を選択します。 

 例：貧血(追加健診)、心電図(追加健診)、眼底(詳細な健診)の場合、請求区分

は 4 となります。 

3 基本的な健診＋追加健診項目 
基本的な健診と追加の健診項目(生活機能評価も含む)を実施した場合に選択し

ます。 

4 基本的な健診＋詳細な健診＋追加健診項目 
基本的な健診、詳細な健診、追加の健診項目の3 種目全てを実施した場合に選

択します。 

5 人間ドック 人間ドックの健診を実施した場合に選択します。 
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【健診・問診結果データ入力】画面において、[請求区分]を正しく設定していないと、請求処理は正しく算

出されても、HL7 出力時に正しい内容が出力されません。 
 
 例：「詳細な健診」、「追加健診」の単価、値を正しく設定・入力し HL7 を出力 
  
  ・請求区分：1 ⇒ HL7 上では基本健診の内容しか出力されていない。 
  ・請求区分：3 ⇒ HL7 上でも決済に「詳細な健診」、「追加健診」の内容が出力されている。 
 
また、[結果(数値、コード、文字列)]項目は「詳細な健診」、「追加健診」の単価と紐付いており、たとえ「詳

細な健診」、「追加健診」に単価を設定し[請求区分]を設定しても、入力画面にてそれらの健診に紐付く項目の

値を入力していないと単価として請求処理されません。 
 
 健診・問診結果入力に関しての請求処理に関する部分は以上の点を注意してください。 
 
 

12 
Copyright (C) 2008 Japan Medical Association. All rights reserved. 



日医特定健康診査システム 

 
4.請求データ編集方法 
 
 【日次処理（請求）】画面では、今まで入力した健診データの請求処理、請求データの編集、請求リストの 
印刷（日計表）を行うことが出来ます。 

 
4-1.請求処理 

 まず請求可能なデータを検索してください。 
 請求用のデータが下記画面に表示された場合、請求処理を行うデータにのみチェックボックスにチェックを

入れてください。 
 
 ※チェックボックスにチェックを入れないと請求処理は行われません。 
 

 
 
その後、下図の[請求処理]ボタンをクリックする事で選択した健診データのみ請求処理が行われます。 
 

 

請求処理を行うデータにのみチェックを

入れてください。 
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4-2.請求データ編集 

 請求処理の後、請求を行った健診データの確認・編集を行う事ができます。 
 請求処理の時と同じ様に、編集したい健診データのチェックボックスにチェックを入れ、下記の 

[請求データ編集]ボタンをクリックしてください。 
 

 

 
 以上の処理を行うと下図の様な【請求データ編集】画面が表示されます。 
 

 

設定したその他の健診による

負担金額が表示される。 

設定した窓口負担種別、窓口負担金額、

保険者上限額が表示される。 設定した基本健診と詳細な健

診の単価が表示される。 

設定した追加健診の項目とそれ

に紐付く単価が表示される。 

 
 各項目には【保険者情報メンテナンス】、【健診項目マスタメンテナンス】、【受診券入力】にて設定した金額

が記載され、その内容にて請求金額が算出されております。 
 初期に設定した決済内容を変更する場合は、【請求データ編集】画面にて金額を修正後、必ず[再計算]ボタ

ンをクリックし請求処理を行ってから[登録]ボタンをクリックしてください。 
  
※請求データを編集後、[再計算]をクリックせず編集データの登録を行った場合、請求金額は編集前の金額

そのままで出力されてしまう為、決済データに誤った請求が生じてしまいますのでご注意ください。 
 ※【請求データ編集】画面は 1 データ毎の内容を編集しますので、単価や窓口負担等の値を変更しても全体

の請求データには影響しません。あくまで編集されるのは選択したデータのみなのでご注意ください。 
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4-3.請求リスト印刷 

 請求処理の後、請求処理を行った健診データの請求リスト（日計表）を印刷することができます。 
 請求処理の時と同じ様に、請求リストに出力したい健診データのチェックボックスにチェックを入れ、下記

の[請求リスト印刷]ボタンをクリックしてください。 
 

 

請求リスト印刷ボタンクリック後、下図の請求リスト（日計表）が出力されます。 
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5.請求確定方法 
 【月次処理（請求確定／HL7 出力）画面では、今まで請求処理を行った健診データの請求を確定し、HL7

データの出力と請求リストの印刷（月計票、集計表）を行うことが出来ます。 
  ※集計表は保険者または支払代行機関ごとに出力されます。 
5-1.請求確定 

まず請求可能なデータを検索してください。 
 請求用のデータが下記画面に表示された場合、請求を確定するデータにのみチェックボックスにチェックを

入れてください。 
 
 ※チェックボックスにチェックを入れないと請求は確定されません。 
 

 

請求を確定するデータにのみチェック

を入れてください。 

 
その後、下図の[請求確定]ボタンをクリックする事で選択した健診データのみ請求が確定されます。 
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5-2.HL7 出力 
 請求確定後、請求が確定した健診データを HL7 形式で出力する事ができます。 
 請求確定処理の時と同じ様に、出力したい健診データのチェックボックスにチェックを入れ、下図の[HL7
出力]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 
[HL7 出力]ボタンをクリック後、ダイアログが表示されファイルの保存先を指定します。 
デフォルトでは「デスクトップ」が指定されています。 
※環境設定でデスクトップがない場合は「マイドキュメント」が指定されます。 

 
保存先を指定後、[保存]ボタンをクリックすると、下記画面が表示され指定した場所に HL7 形式に変換され

たデータが出力されます。 
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 出力されたファイルは zip 形式で圧縮されており、 
 「提出元機関番号_提出先機関番号_提出年月日_同一日送付回数_種別コード」 
 というファイル名で出力されます。 
  

  

 
 
 
 
  
 

注意：圧縮ファイルのアイコン

は、システムにインストールされ

ている圧縮ファイル用のソフト

の種類により異なります。 

出力例： 
 提出元機関番号：0000000000 
 提出先機関番号：00270280 
 提出年月日(ファイル作成日)：2009 年 10 月 23 日 
 同一日送付回数：1 回目 
 種別コード：1 
 上記の場合のデータで出力。 
※ 同一日送付回数は 0 から 9 までです。(1 回目→「0」) 

同一日送付回数が 9 を超える場合は過去に出力した同一日送付回 

数が 0～9のファイルが全て削除され、新たに 0から配番されます。 

5-3.請求リスト印刷 

請求処理を行った健診データの請求リスト（月計表、集計表）を印刷することができます。 
 請求確定処理の時と同じ様に、請求リストに出力したいデータのチェックボックスにチェックを入れ、下記

の[請求リスト印刷]ボタンをクリックしてください。 
 

 
 
請求リスト印刷ボタンクリック後、下図の請求リスト（月計表、集計表）が出力されます。 
月計表は 1 ページに 25 件の健診データが出力され、健診データが 26 件以上ある場合は改ページされます。 
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請求リストの最終ページに集計表が出力されます。 
1 回の請求につき最大 20 件まで出力できます。 
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